






【はじめに】 上部尿路結石に対する治療として TUL や
PNL 等のエンドウロロジーが主流となっており，それら
を併用した ECIRS が注目されている．今回，当院にて
ECIRS にて結石治療を行った 2 症例について報告する．
【症例１】 68 歳女性．2017╱9╱26 右サンゴ状結石，尿管結
石 に て 当 院 受 診，10╱31 PNL 施 行 も 残 石 あ り．
11╱29 ECIRS 施行．下腎杯残石あり SWL 予定中．　【症例
２】 75 歳，女性．　【経　過】 2017╱8 左結石性腎盂腎炎
にて入院．下腎杯から腎盂にかけての結石あり．その後結









　摘出重量が 915 g と 1,200 g の比較的大きな腎癌の腹腔
鏡手術を 2 例経験した．症例 1：55 歳女性．身長 163 cm，






手術時間 5 時間 19 分，出血量 102 g，摘出重量は 915 g．
症例 2：37 歳男性．身長 186 cm，体重 128 kg．CT で左腎
癌（腎門部に 5.8×5.5×5 cm）と診断．腹腔鏡手術は通常
の 4 ポートで施行した．手術時間 4 時間 58 分，出血量





















シスチス肺炎（PCP）として ST 合剤内服（9 錠 ╱日）を
開始したところ，治療開始 2 日目より，呼吸状態増悪傾向
となり，酸素投与を行った．HIV-PCP の重症例に準じス
テロイドパルス（mPSL 1 g 日 3 日間）施行．後療法とし
て PSL 80 mg╱日から漸減した．ST 合剤を 3 週間内服し，


























































　当科で 2013 年から鏡視下前立腺手術を導入し，2017 年
12 月までに 87 例の手術を施行した．LRP が 66 例，
RARP が 21 例であった．LRP は後腹膜アプローチ 62 例





科の手術体制の変遷時期で，3.7 → 7 → 11 個と増加してい
た．RARP は平均 14 個であった．リンパ節転移症例は，
LRP 症例の 2 例であった．この 2 例は，手術前ノモグラ
ムでリンパ節転移確率 5％以上の群であった．1 例は 1 個
の転移で，無治療で3 年経過するがPSAは0.01 ng╱ml未満，
もう 1 例は 6 個の転移で，手術直後から 1 年以上 MAB を






　当院では 2014 年 9 月より RARP が導入され 2017 年 10




　年齢中央値 67 歳，術前 PSA 中央値 6.74 ng╱ml，D’Amico
分類にて中リスク群 147 例，高リスク群 127 例であった．
手術時間中央値 198 分，出血量中央値 118 ml であった．
断端陽性は pT2 で 4 例（1.8％），pT3 で 23 例（34.3％）の，
合計 27 例（9.3％）であった．リンパ節郭清は 94 例に施
行し，陽性率は 12.8％だった．神経温存は非温存 230 例，






















性が高く，癌細胞に蓄積する ALA の代謝産物 protopor-
phirin Ⅸ（Pp Ⅸ）は，光エネルギーで励起されると活性
